
成
果
は
安
心
感
か
ら
生
ま
れ
る

成
果
を
出
し
続
け
る
チ
ー
ム
に
は
、共
通
す
る
土
台
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
が「
心
理
的
安
全
性
」で
す
。

こ
れ
は
、
立
場
や
年
齢
に
関
係
な
く
、「
自
分
の
考
え
や
気
持

ち
を
安
心
し
て
伝
え
ら
れ
る
状
態
」
を
指
し
ま
す
。

世
界
的
企
業
の
調
査
で
も
、こ
の
環
境
が
整
っ
た
集
団
ほ
ど
、

継
続
的
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
職
場
文
化
に
即
し
た
研
究
を
行
う
専
門
家
は
、成
果

に
つ
な
が
る
チ
ー
ム
に
は
四
つ
の
要
素
が
あ
る
と
語
り
ま
す
。

一
つ
目
は
「
率
直
に
話
せ
る
雰
囲
気
」
。
目
的
の
た
め
な
ら
疑

問
や
異
論
を
口
に
で
き
る
空
気
で
す
。

二
つ
目
は
「
支
え
合
う
姿
勢
」
。
誰
か
の
困
り
ご
と
を
自
分
事

と
し
て
受
け
止
め
ま
す
。

三
つ
目
は「
挑
戦
を
認
め
る
文
化
」
。
結
果
に
関
係
な
く
一
歩

踏
み
出
し
た
行
動
を
大
切
に
し
ま
す
。

四
つ
目
は「
新
し
い
視
点
を
歓
迎
す
る
心
」
。
少
し
変
わ
っ
た
意

見
に
も
価
値
を
見
い
だ
し
ま
す
。

心
理
的
安
全
性
と
は
、
甘
さ
で
は
な
く
前
向
き
な
緊
張
感
の

中
で
学
び
合
う
力
で
す
。
一
人
で
は
越
え
ら
れ
な
い
壁
も
、
安
心

し
て
意
見
を
交
わ
せ
る
仲
間
が
い
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

今
日
の
言
霊

安
心
が
挑
戦
を
育
て
る

力のあるチームは、個々の能力だけ

で成り立っているわけではありません。

互いの考えを遠慮なく出し合える関

係が、結果を大きく左右します。

まず大切なのは、疑問や気づきを自

然に口にできる空気です。分からないこ

とを尋ねたり、違う見方を示したりできる

ことで、判断の質が高まります。

次に必要なのは、困っている人を放っておかない姿勢です。小さな声に耳を傾け、

手を差し伸べる行動が、信頼を積み重ねます。また、成功だけでなく挑んだ過程を評

価することで、人は安心して次の一歩を踏み出せます。さらに、新しい発想や慣れない

意見を受け入れる柔軟さが、組織の成長を促します。

こうした積み重ねが、前向きな意見交換を生み、チーム全体の力を引き

上げます。安心して語り合える場こそが、強い組織の原動力なのです


